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中 央 会

中
央
会
新
会
館
竣
工
に
あ
た
っ
て

鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

    

会 

長  

岩
﨑
陽
一

　

こ
の
た
び
、
念
願
で
あ
り
ま

し
た
中
央
会
の
新
会
館
が
完
成

い
た
し
ま
し
た
。
鳥
取
県
知
事

を
は
じ
め
設
計
監
理
を
お
願
い

し
ま
し
た
株
式
会
社
白
兎
設
計

事
務
所
、
施
工
頂
き
ま
し
た
や

ま
こ
う
建
設
株
式
会
社
、
ま
た
、

中
央
会
共
済
事
業
の
推
進
を
通

じ
て
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ

い
た
大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社
、

そ
し
て
会
館
建
設
協
力
金
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
ご
協

力
頂
い
た
会
員
、
役
員
、
職
員
、

関
係
者
の
皆
様
の
お
陰
と
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

新
会
館
は
、
鳥
取
県
と
の
連

携
協
定
の
も
と
環
境
負
荷
の
低

い
Ｚ
Ｅ
Ｂ
–
Ｒ
ｅ
ａ
ｄｙ
に
対
応

し
た
建
物
と
し
て
建
設
。
本
館

が
県
下
中
小
企
業
の
脱
炭
素
化

の
旗
印
と
な
り
、
脱
炭
素
化
の

普
及
啓
発
を
行
う
他
、
組
合
及

び
組
合
員
や
地
域
が
抱
え
る
課

題
解
決
に
資
す
る
取
組
を
支
援

し
、
県
下
中
小
企
業
の
支
援
拠

点
と
し
て
本
県
産
業
の
持
続
的

な
成
長
発
展
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

　

新
会
館
の
完
成
を
契
機
に
中

小
企
業
の
情
報
の
発
信
拠
点
と

し
て
、ま
た
、会
員
を
は
じ
め
中

小
企
業
皆
様
に
と
っ
て
多
く
の

交
流
や
活
動
の
場
と
し
て
、
長

き
に
わ
た
り
愛
さ
れ
、
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
中
小
企
業
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
ご
支
援
・

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和6年12月1日

中
央
会
新
会
館
が
完
成

　
　
　
　
竣
工
式
を
挙
行

　

昨
年
12
月
よ
り
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
た
本
会
新
会

館
が
こ
の
度
よ
う
や
く
完
成
し
、
11
月
５
日
に
竣
工

式
を
執
り
行
っ
た
。

　

当
日
は
岩
﨑
会
長
は
じ
め
会
館
建
設
事
業
関
係
者

約
30
名
と
中
央
会
職
員
出
席
の
も
と
、
神
主
を
迎
え

清
祓
之
儀
や
玉
串
奉
奠
を
行
い
、
会
館
が
無
事
完
成

し
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
安
全
と

繁
栄
を
祈
願
し
た
。

　

そ
の
後
、岩
﨑
会
長
、谷
口
名
誉
会
長
の
ほ
か
、鳥

取
県
亀
井
副
知
事
を
は
じ
め
（
株
）
白
兎
設
計
事
務

所
藪
田
社
長
、
や
ま
こ
う
建
設
（
株
）
鶴
石
社
長
、
大

樹
生
命
保
険
（
株
）
山
陰
支
社
水
野
支
社
長
等
の
関

係
者
に
も
ご
参
列
い
た
だ
き
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
実
施
、

新
た
な
支
援
拠
点
の
開
設
を
祝
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
参
加
者
に
対
し
内
覧
会
を
実
施
し
、

新
た
な
施
設
や
支
援
機
能
等
を
披
露
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部　

砂
口
）

竣工式参列者集合写真

竣工式の様子
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令和6年12月1日

　
本
会
は
11
月
14
日
、鳥
取
市「
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
」に
お
い
て
、来
賓
並

び
に
組
合
代
表
者
、関
係
団
体
等
約
１
３
０

人
の
出
席
を
得
て
新
会
館
竣
工
記
念
祝
賀
会

を
開
催
し
、新
た
な
支
援
拠
点
の
竣
工
を
盛

大
に
祝
っ
た
。

　

冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し
岩
﨑
会
長
が「
一

昨
年
よ
り
構
想
を
練
っ
て
き
た
新
会
館
が
よ

う
や
く
完
成
し
た
。
新
た
な
一
歩
を
祝
う
と

と
も
に
、
よ
り
一
層
の
支
援
を
行
っ
て
い
く

こ
と
を
誓
う
」
と
挨
拶
。
続
い
て
来
賓
を
代

表
し
て
鳥
取
県
平
井
知
事
・
大
樹
生
命
保
険

株
式
会
社
𠮷
村
社
長
・
全
国
中
央
会
及
川
常

務
理
事
・
鳥
取
県
議
会
農
林
水
産
商
工
常
任

委
員
会
鹿
島
委
員
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し

た
。

　

そ
の
後
、
新
会
館
建
設
事
業
に
ご
尽
力
頂

い
た
株
式
会
社
白
兎
設
計
事
務
所
、
や
ま
こ

う
建
設
株
式
会
社
、
さ
ら
に
中
央
会
共
済
事

業
を
通
じ
資
金
面
で
貢
献
頂
い
た
大
樹
生
命

保
険
株
式
会
社
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
鏡
開

き
の
後
祝
宴
に
入
っ
た
。

　

祝
宴
で
は
会
館
建
設
に
至
っ
た
経
緯
や
会

館
の
概
要
等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
ス
ラ

イ
ド
を
上
映
し
、
新
会
館
の
施
設
や
機
能
に

つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
と
も
に
、
建
設
事
業

の
全
体
像
を
振
り
返
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
総
務
部　

砂
口
）

新
会
館
竣
工
記
念
祝
賀
会
を
開
催

　

本
会
は
、11
月
14
日
、鳥
取
市「
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
」
に
お

い
て
、
中
央
会
新
会
館
竣
工
記
念
セ

ミ
ナ
ー
（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
普
及
推
進
セ
ミ
ナ

ー
）
を
開
催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
合
同
会
社
ワ
ラ
イ

ト
・
代
表
・
井
本
浩
嗣
氏
を
招
聘
し

「
中
小
企
業
に
と
っ
て
脱
炭
素
経
営

と
は
何
な
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
講
話

い
た
だ
い
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
井
本
氏

は
、
気
候
変
動
の
現
状
や
そ
の
影
響
、

企
業
が
取
る
べ
き
対
策
や
省
エ
ネ
の

重
要
性
を
強
調
し
、
省
エ
ネ
に
取
り

組
む
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減
や
業
務
の

改
善
、
人
材
育
成
等
が
で
き
利
益
を

増
や
せ
る
可
能
性
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。ま
た
、Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
定
義
や
件

数
の
推
移
、
他
県
の
事
例
紹
介
や
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と
が
企
業
の

持
続
可
能
性
を
高
め
る
重
要
な
経
営

戦
略
の
一
つ
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

県
内
の
経
営
者
等
約
70
名
が
参
加

し
、「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
参
考
に
な
っ
た
」

「
自
社
で
も
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
る
な

ど
、
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

 

（
企
画
振
興
部　

名
越
）

中
小
企
業
が
取
り
組
む
脱
炭
素
経
営

鏡開きの様子

平井知事よりご祝辞

セミナーの様子

〜
Ｚ
Ｅ
Ｂ
普
及
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
〜
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令和6年12月1日

鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
新
会
館
の
ご
紹
介

11
月
５
日
に
竣
工
を
迎
え
た
本
会
新
会
館
の
主
な
施
設
や
機
能
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

外観（夜間） 外観

事務室

特別室

相談スペース 玄関ホール
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令和6年12月1日

研修室

2階資料室サーバールーム小型発電機

最大収容人数：30名程度　　プロジェクター、スクリーン、音響、Wi-Fi設置

最大収容人数：4名×2部屋　　PC、マイク、Webカメラ常設

「研修室」「オンラインルーム」については、会員組合やその構成員、県内中小企業等に対し
当面の間無料で貸し出す予定です。

本会BCPに準じ、近隣河川の万一の氾濫に備え「資料室」や「サーバールーム」を2階に設置し
非常食や小型発電機等の防災品も準備しています。

太陽光パネル 空調設備 窓(Low-Eガラス) 断熱材

脱炭素化推進に向けZEB Readyの認証を取得しました。断熱材や高性能窓、省エネ空調設備を設置し
基準より58%の省エネを達成しています。また太陽光パネルも設置し創エネも行っています。
※鳥取県のZEB対応建築物の補助金制度はこちら　https://www.pref.tottori.lg.jp/317020.htm

オンラインルーム（内部） オンラインルーム
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令和6年12月1日

会　
員

中
央
会
新
会
館
　
建
設
協
力
金
寄
贈
者
御
芳
名

【
１
号
会
員
】

東　
部

青
谷
因
州
和
紙
振
興（
協
）

亜
細
亜
未
来
事
業（
協
）

賀
露
鮮
魚
仲
買（
協
）

賀
露
中
央
海
鮮
市
場（
協
）

瓦
町
商
店
街（
振
）

菌
興
椎
茸（
協
）

光
和
商
工（
協
）

佐
治
紙
業（
協
業
）

山
陰
オ
ー
ト
バ
イ
事
業（
協
）

（
協
）情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
リ
ン
ク（
協
）

新
鳥
取
駅
前
地
区
商
店
街（
振
）

末
広
温
泉
町
商
店
街（
振
）

ス
カ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー（
企
）

（
協
）千
代
金
属
セ
ン
タ
ー

千
代
工
場
団
地
工
業（
協
）

智
頭
街
道
商
店
街（
振
）

智
頭
町
商
工
業
振
興（
協
）

智
頭
町
複
業（
協
）

（
協
）鳥
取
卸
セ
ン
タ
ー

鳥
取
県
印
刷（
工
業
）

鳥
取
県
因
州
和
紙（
協
）

鳥
取
県
運
輸
観
光
事
業（
協
）

鳥
取
店
頭
事
業（
協
）

鳥
取
フ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
協
）

鳥
取
本
通
商
店
街（
振
）

鳥
取
木
材（
協
）

西
日
本
工
業（
協
）

日
交
交
通
共
済（
協
）

日
ノ
丸
運
輸
交
通（
協
）

日
ノ
丸
燃
料（
協
）

フ
ォ
ー
エ
バ
ー（
協
）

未
来
人
材
コ
ネ
ク
ト（
協
）

（
協
）ワ
ー
ル
ド・ネ
ッ
ト

若
桜
街
道
商
店
街（
振
）

中　
部

エ
レ
ク
ト
ロ・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
協
）

倉
吉
銀
座
商
店
街（
振
）

倉
吉
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業（
協
）

県
央
自
動
車（
協
業
）

中
部
管
工
事
業（
協
）

中
部
砂
利
生
産（
協
）

中
部
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
協
）

鳥
取
県
イ
ン
テ
リ
ア
事
業（
協
）

鳥
取
県
環
境
整
備
事
業（
協
）

鳥
取
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品（
協
）

鳥
取
県
中
部
清
掃
事
業（
協
）

鳥
取
県
中
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業（
協
）

（
協
）鳥
取
県
鉄
構
工
業
会

米
子
酒
販（
協
）

（
協
）米
子
食
品
卸
売
市
場

（
協
）米
子
食
品
工
業
団
地

（
協
）米
子
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

米
子
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
協
）

（
協
）米
子
中
央
食
品
卸
売
団
地

（
協
）米
子
鉄
工
セ
ン
タ
ー

米
子
花
商（
協
）

（
協
）和
田
浜
工
業
団
地

【
2
号
会
員
】

（
株
）エ
ヌ
ケ
ー
シ
ー

倉
吉
信
用
金
庫

（
株
）山
陰
合
同
銀
行
鳥
取
営
業
本
部

（
株
）商
工
組
合
中
央
金
庫
鳥
取
支
店

大
樹
生
命
保
険（
株
）山
陰
支
社

（
株
）鳥
取
銀
行

（
公
財
）鳥
取
県
産
業
振
興
機
構

鳥
取
県
職
業
能
力
開
発
協
会

鳥
取
県
信
用
保
証
協
会

（
公
財
）鳥
取
市
環
境
事
業
公
社

鳥
取
信
用
金
庫

（
株
）み
ず
ほ
銀
行
鳥
取
支
店

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険（
株
）鳥
取
支
社

米
子
信
用
金
庫

役 

員（
令
和
6
年
3
月
31
日
現
在
）

会
長谷　

口　
　

譲　

二 

副
会
長

森　

脇　
　
　
　

孝

米　

原　
　

正　

明

小　

林　
　

健　

治

岩　

﨑　
　

陽　

一

専
務
理
事

本　

城　
　

聖　

一

支
部
長

嶋　

田　
　

耕　

一

菅　

埜　
　

元　

晴

金　

田　
　

孝　

成

副
支
部
長

木　

下　
　

貴　

啓

伊　

藤　
　

孝　

一

川　

上　
　

和　

人

常
任
理
事

森　

田　
　

桂　

一

木　

村　
　

憲　

司

荒　

井　
　

敏　

博

竹　

内　
　

茂　

喜

岡　

田　
　

幸
一
郎

真　

嶋　
　
　
　

茂

竹　

本　
　

利　

治

松　

本　
　
　
　

啓

庄　

司　
　

尚　

史

渡　

邉　
　
　
　

昇

理
事
（
相
談
役
）

井　

木　
　

久　

博

理
事澤　
　
　
　

志　

郎

光　

浪　
　

房　

夫

平　

野　
　

敏　

和

民　

野　
　

純　

男

令
和
６
年
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令和6年12月1日

鳥
取
県
解
体
工
事
業（
協
）

鳥
取
県
管
工
事
業（
協
）連
合
会

鳥
取
県
広
告
美
術
業（
協
）

鳥
取
県
穀
物
検
査（
協
）

鳥
取
県
左
官
業（
協
）

鳥
取
県
産
業
育
成（
協
）

鳥
取
県
山
林
樹
苗（
協
）

鳥
取
県
自
動
車
整
備（
商
工
）

鳥
取
県
酒
造（
協
）

鳥
取
県
商
店
街（
振
）連
合
会

鳥
取
県
中
古
自
動
車
販
売（
商
工
）

鳥
取
県
鉄
筋（
協
）

鳥
取
県
電
器（
商
業
）

鳥
取
県
電
気
工
事
業（
工
業
）

鳥
取
県
東
部
再
生
資
源
事
業（
協
）

鳥
取
県
東
部
式
典
事
業（
協
）

鳥
取
県
東
部
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
協
）

鳥
取
県
東
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業（
協
）

鳥
取
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
工
業
）

鳥
取
県
パ
ン（
協
）

鳥
取
県
板
金（
工
業
）

鳥
取
県
味
噌
醤
油
工
業（
協
）

鳥
取
県
木
材（
協
）連
合
会

鳥
取
県
薬
農（
協
）

鳥
取
県
遊
技
業（
協
）

鳥
取
県
輸
出
縫
製
品
工
業（
協
）

鳥
取
市
商
店
街（
振
）連
合
会

鳥
取
砂
利
採
取
業（
協
）

（
協
）鳥
取
総
合
食
品
卸
売
市
場

鳥
取
太
平
線
通
り
商
店
街（
振
）

（
協
）鳥
取
鉄
工
セ
ン
タ
ー

鳥
取
未
来
ネ
ッ
ト（
協
）

三
朝
温
泉
旅
館（
協
）

西　
部

赤
帽
鳥
取
県
軽
自
動
車
運
送（
協
）

（
協
）海
の
声

角
盤
町
商
店
街（
振
）

紺
屋
町
商
店
街（
振
）

境
港
環
境
衛
生
事
業（
協
）

境
港
市
循
環
資
源
再
生
利
用
事
業（
協
）

境
港
水
産
流
通（
協
）

境
港
鮮
魚
仲
買（
協
）

西
部
建
設
業（
協
）

鳥
取
県
石
灯
ろ
う（
協
）

鳥
取
県
金
属
熱
処
理（
協
業
）

鳥
取
県
自
転
車
軽
自
動
車
商（
協
）

鳥
取
県
清
掃
事
業（
協
）

鳥
取
県
西
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業（
協
）

鳥
取
県
石
油（
協
）

鳥
取
県
畳
振
興（
協
）

鳥
取
県
リ
サ
イ
ク
ル（
協
）

日
野
建
設
業（
協
）

日
野
町
未
来
づ
く
り
事
業（
協
）

（
協
）モ
ー
レ

元
町
通
り
商
店
街（
振
）

（
協
）ヤ
マ
サ
ン
会

（
協
業
）ヤ
マ
サ
ン
ガ
ス
サ
プ
ラ
イ

（
協
）ユ
ー
ラ
シ
ア
山
陰

四
日
市
町
商
店
街（
振
）

米
子
管
工
事
業（
協
）

（
協
）米
子
市
環
境
事
業
公
社

【
３
号
会
員
】

（
株
）井
木
組

（
株
）一
高
土
木

（
有
）岩
崎
米
穀

（
株
）岩
田
兼
商
店

（
株
）Ａ
＆
Ｅ

エ
コ
ジ
ャ
パ
ン（
株
）

（
株
）金
居
商
店

企
業
開
発
ク
ラ
ブ

（
株
）菊
水
フ
ォ
ー
ジ
ン
グ

（
株
）衣
笠
商
会

（
株
）元
気
亭
ぐ
る
ー
ぷ

（
有
）さ
つ
き
開
発

山
陰
地
区
鍍
金
工
業
会

三
協
共
栄
振
興
会

サ
ン
ワ
ー
ル
ド（
株
）

（
株
）情
報
サ
ー
ビ
ス
鳥
取

大
同
端
子
製
造（
株
）

大
和
建
設（
株
）

高
林
産
業（
株
）

鳥
取
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会

（
株
）鳥
取
平
版
社

（
株
）藤
原
組

（
株
）正
光
鳥
取
工
場

ま
ち
づ
く
り
レ
デ
ィ
ー
ス
鳥
取

や
ま
こ
う
建
設（
株
）

（
有
）湯
所
薬
品

【
関
係
団
体
】

鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
青
年
部

鳥
取
女
性
中
央
会

山　

縣　
　

勇
太
郎

森　

下　
　

明　

男

吉　

田　
　
　
　

栄

地　

原　
　

忠　

実

森　

本　
　

省　

治

大　

磯　
　

一　

清

牧　

村　
　
　
　

均

高　

橋　
　

哲　

夫

髙　

橋　
　

俊　

夫

東　

田　
　

雅　

彦

春　

名　
　
　
　

浩

濱　
　
　
　

勇
二
郎

常　

田　
　

孝
一
郎

寺　

谷　
　

泰　

輔

德　

田　
　

三　

明

吉　

川　
　
　
　

浩

倭　

島　
　

昭　

博

田　

村　
　

博　

信

廣　

瀬　
　

道　

夫

八　

木　
　

俊　

英

影　

井　
　

一　

清

諸　

吉　
　

陽　

子

衣　

笠　
　

一　

彦

笠　

見　
　

和　

則

西　

村　
　

博　

文

沖　

田　
　

雅　

浩

春　

山　
　

貞　

洙

奥　

森　
　

隆　

夫

島　

谷　
　

憲　

司

青　

砥　
　

隆　

志

河　

越　
　

誠　

剛

西　

山　
　

篤　

夫

森　

脇　
　

哲　

雄

松　

浦　
　

啓　

介

斉　

木　
　

健　

之

佐
田
山　
　

一　

成

並　

河　
　
　
　

元

安　

岡　
　

大　

輔

監
事米　

村　
　

年　

博

大　

川　
　

和　

彦

細　

田　
　

耕　

治
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令和6年12月1日 ちいき組合情報

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

理
解
を
深
め
る

　
鳥
取
木
材
協
同
組
合（
理
事
長
・
門

脇
義
樹
氏
）は
、本
会
制
度
改
正
等
の

課
題
解
決
環
境
整
備
事
業
を
活
用
し
、

11
月
15
日
、鳥
取
市「
ホ
テ
ル
モ
ナ
ー

ク
鳥
取
」に
お
い
て
研
修
会
を
開
催
し

た
。

　
講
師
に
、社
会
保
険
労
務
士
法
人
Ｍ

Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｏ・
特
定
社
会
保
険
労
務

士
・
尾
﨑
貴
絵
氏
を
招
い
て
、「
木
材
業

界
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、当
制
度
の
目
的
と
背
景
、

具
体
的
な
施
策
、物
流
２
０
２
４
年
問

題
の
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る

と
と
も
に
、木
材
業
界
に
お
け
る
具
体

的
な
課
題
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
、活
用
で
き
る
支
援
策
に
つ
い

て
示
唆
を
受
け
た
。そ
の
後
、業
界
の

現
況
、課
題
を
踏
ま
え
た
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
、「
改
正

さ
れ
た
働
き
方
改
革
関
連
法
や
支
援
策

等
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
り
、今
後
の

対
応
の
参
考
に
な
っ
た
」と
の
意
見
が

あ
る
な
ど
、非
常
に
有
意
義
な
講
習
会

と
な
っ
た
。　
　
　
（
米
子
支
所　
西
尾
）

レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会

　

 

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
鹿
児
島

　
11
月
７
日（
木
）、鹿
児
島
県
鹿
児
島
市「
城
山
ホ
テ
ル
鹿

児
島
」に
お
い
て「
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

鹿
児
島
」が
開
催
さ
れ
、全
国
か
ら
約
２
４
０
名
が
出
席
、鳥

取
女
性
中
央
会
か
ら
は
３
名
が
参
加
し
た
。

　
ま
ず
、（
株
）タ
イ
ヨ
ー
の
清
川
照
美
副
社
長
よ
り「
奇
跡

を
起
こ
し
て
人
生
と
会
社
を
立
て
直
す
方
法
」と
題
し
た
基

調
講
演
が
あ
り
、上
場
廃
止
か
ら
４
５
４
億
円
の
借
入
を
全

額
返
済
、地
元
ス
ー
パ
ー
を
再
建
へ
と
導
い
た
女
性
な
ら
で

は
の
視
点
な
ど
、多
く
の
示
唆
を
受
け
た
。続
い
て「
地
域
資

源
を
活
か
し
て
地
元
を
元
気
に
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
」を
テ

ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、方
言
も
地

域
資
源
と
な
る
こ
と
や
地
域
資
源
を
活
用
し
愛
さ
れ
る
企
業

へ
成
長
す
る
取
組
み
等
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。ま
た
、そ
の
中
で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
指
宿
白
水
館
女
将
下

竹
原
成
美
氏
よ
り
、女
将
の
会
を
発
足
し
た
こ
と
で
地
域
行

事
へ
の
参
加
や
報
道
機

会
が
増
え
、ひ
と
り
で

は
出
来
な
い
取
組
み
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
発
表
さ
れ

た
。

　
引
き
続
き
交
流
会
が

開
催
さ
れ
全
国
の
女
性

部
メ
ン
バ
ー
と
交
流
し

そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
拡
大
を
図
っ
た
。

　
　

  （
総
務
部　
倉
持
）

　
倉
吉
銀
座
商
店
街
振
興
組
合（
理
事

長
・
小
林
健
治
氏
）や
倉
吉
市
な
ど
で
組

織
す
る
福
高
祭
実
行
委
員
会
は
、10
月

20
日
、「
福
高
祭
」を
開
催
し
た
。

　
鳥
取
県
中
部
地
震
か
ら
の「
復
興
」を
、

福
を
高
め
る「
福
高
」へ
繋
げ
る
た
め
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、８
回
目
と
な
る
今

回
は
、「
ア
ー
ト
で
福
高
」を
テ
ー
マ
に

実
施
。来
年（
Ｒ
７
．３
月
）の
鳥
取
県

立
美
術
館
開
館
の
機
運
を
高
め
る
と
と

も
に
、街
に
新
た
な
賑
わ
い
を
生
み
出
そ

う
と
、主
会
場
で
あ
る「
打
吹
回
廊
」を

中
心
に
、お
笑
い
タ
レ
ン
ト
で
画
家
と
し

て
も
活
動
す
る
南
海
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ・

し
ず
ち
ゃ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、鳥
取
市

在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
―
・
伊
吹
春
香

さ
ん
と
湯
梨
浜
町
在
住
の
高
校
生
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ

ペ
イ
ン
ト
、路
上
に
チ
ョ
ー
ク
で
お
絵
描

き
す
る「
路
上
ら
く
が
き
ア
ー
ト
」な
ど
、

多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、多
く

の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
た
。フ
ィ
ナ
ー
レ

で
は
全
員
が
風
船
を
空
に
飛
ば
し
て
地

域
の「
福
高
」を
願
っ
た
。

　
　
　

 　
　
　

  （
企
画
振
興
部　
森
本
）

ア
ー
ト
で「
福
高
」、

　
　
　

街
に
新
た
な
賑
わ
い
を
生
み
出
す

講習会の様子

福高祭の様子

全国フォーラムの様子

〜
心
が
満
た
さ
れ
る
よ
か
こ
と
〜
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令和6年12月1日

「
家
電
即
売
会
及
び
家
電
相
談
会
」を
開
催

　
鳥
取
県
電
器
商
業
組
合
青
年
部（
会
長
・
舩

原
有
貴
氏
）は
、本
会
の
連
携
組
織
活
性
化
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
て
、10
月
27
日
・
28
日

の
両
日
、米
子
市
末
広
町「
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
情
報
プ
ラ
ザ
」に
お
い
て
家
電

即
売
会
及
び
家
電
相
談
会
を
開
催
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
に
は「
農
と
食
の
フ
ェ
ス
タ
in

せ
い
ぶ
」の
開
催
日
に
合
わ
せ
出
店
。家
電
即

売
会
で
は
各
組
合
員
が
持
ち
寄
っ
た
家
電
の
新

品
や
新
古
品
の
在
庫
、程
度
の
良
い
中
古
品
の

出
品
を
行
い
、会
員
の
販
売
促
進
を
図
っ
た
。

　
家
電
相
談
会
で
は
、家
電
の
買
い
替
え
時
期

や
選
び
方
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
や
り
方
な
ど
消

費
者
の
悩
み
に
対
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、会

員
企
業
の
P
R
の
ほ
か
顧
客
獲
得
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
図
っ
た
。こ
の
ほ
か
、ク
レ
ー

ン
ゲ
ー
ム
や
ミ
ニ
四
駆
体
験
な
ど
子
供
向
け
の

企
画
を
計
画
し
、3
0
0
名
を
超
え
る
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
来
場
者
か
ら
は「
街
の
電
気
屋
さ
ん
が
出
品

す
る
製
品
な
の
で
安
心
し
て
購
入
で
き
る
」、

「
家
電
相
談
ブ
ー
ス
が
設
け
て
あ
っ
た
こ
と
で

悩
み
や
不
安
が
解
消
さ
れ
た
」な
ど
の
声
が
聞

か
れ
、非
常
に
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
企
画
振
興
部　
安
陪
）

特
徴
的
な
地
域
創
生
事
業
と

　

大
規
模
災
害
の
実
態
を
学
ぶ

　
鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
青
年
部（
会
長・岡
空
聡

氏
）は
、本
会
連
携
組
織
活
性
化
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
て
、

長
崎
県
長
崎
市「
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
長
崎
」に
て
視

察
研
修
会
を
行
っ
た
。

　
地
域
創
生
事
業
に
つ
い
て
、ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
取

組
、大
規
模
災
害
の
実
態
に
つ
い
て
、能
登
半
島
地
震
の
罹
災

者
の
体
験
を
も
と
に
講
話
い
た
だ
い
た
。

　
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
で
は
、プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
核

に
、ホ
テ
ル・商
業
施
設・オ
フ
ィ
ス
棟
を
兼
ね
備
え
た「
長
崎

ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
」を
令
和
６
年
10
月
に
開
業
。プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
の
競
技
会
場
と
し
て
稼
働
す
る
の
は
年
間
30
日
程
度
し

か
な
く
、そ
れ
以
外
の
稼
働
を
如
何
に
し
て
行
う
か
が
ポ
イ

ン
ト
で
あ
っ
た
が
、市
民
に
広
く
開
放
し
た
複
合
施
設
と
し
て

運
営
す
る
こ
と
で
、地
域
と
の
共
存
と
事
業
と
し
て
の
採
算

性
の
確
立
を
図
っ
て
い
る
取
組
を
伺
っ
た
。

　
ま
た
、大
規
模
災
害
の
実
態
に
つ
い
て
は
、本
年
元
日
に
発

生
し
た
能
登
半
島
地
震
を
経
験
し
、復
興
に
邁
進
し
て
い
る

和
倉
温
泉
旅
館（
協
）青
年
部・奥
田
部
長
よ
り
災
害
の
実
態

及
び
当
日
の
旅
館
従
業
員
の
自
発
的
な
避
難
活
動
、そ
の
後

の
復
興
の
取
組
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
規
模
の
大
き
な
取
り
組
み
で
あ
る
が
発

想
や
地
域
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
な
ど
参
考
に

な
っ
た
」「
災
害
時
の
自

発
的
な
行
動
や
観
光
地

と
し
て
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
検
討

な
ど
学
び
に
な
る
も
の

で
あ
っ
た
」と
い
っ
た
声

が
あ
り
、大
変
有
意
義

な
事
業
と
な
っ
た
。

 （
企
画
振
興
部　
山
﨑
）

　
鳥
取
県
石
油
協
同
組
合（
理
事
長
・
坂

口
元
昭
氏
）は
、10
月
25
日
、エ
ー
ス
パ

ッ
ク
未
来
中
心
に
お
い
て
、本
会
連
携
組

織
活
性
化
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
研

修
会
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
研
修
会
で
は「
Ｓ
Ｓ
業
界

に
お
け
る
自
社
・
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り

の
手
法
を
学
ぶ
」を
テ
ー
マ
に
、株
式
会

社
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ・
代
表
取
締
役
の
佐
久
間
啓

氏
を
招
聘
し
、 

Ｓ
Ｓ
業
界
の
動
向
や
車
関

連
商
品（
垂
直
展
開
）の
販
売
、自
店
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン（
水
平
展
開
）の
描
き
方

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
佐
久
間
講
師
か
ら
は
、昨
今
セ
ル
フ
ス

タ
ン
ド
が
増
え
る
中
、自
社
Ｓ
Ｓ
が
油
外

で
特
色
を
出
す
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
高
額
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
導
く
メ
ニ
ュ
ー
表
の
作
成

や
タ
イ
ヤ
等
の
交
換
基
準
を
設
け
、お
客

様
に
し
っ
か
り
と
サ
ー
ビ
ス
を
見
て
も
ら

い
提
案
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ

ら
れ
た
。

　
ま
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
自
社

Ｓ
Ｓ
の
夢
や
目
標
を
箇
条
書
き
に
し
て
、

10
年
後
、５
年
後
の
売
上
を
数
値
化
し
、

逆
算
式
で
考
え
る
手
法
を
学
び
、Ｓ
Ｓ
も

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば
必
ず
売
上
は
変

化
す
る
、売
上
が
上
が
れ
ば
ス
タ
ッ
フ
も

や
る
気
を
出
し
て
次
の
行
動
に
も
移
せ

る
、小
さ
な
成
功
体
験
を
積
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
研
修
会
に
参
加
し
た
Ｓ
Ｓ
か
ら
は「
講

師
の
話
が
分
か
り
や
す
く
、意
欲
が
湧
い

て
く
る
」、「
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
だ
け

で
な
く
ス
タ
ッ
フ
に
も
聞
い
て
欲
し
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
る
な
ど
大
変
有

意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
組
織
支
援
部　
北
浦
）

自
社
Ｓ
Ｓ
が
油
外
で
特
色
を
出
す
ポ
イ
ン
ト

　
　

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
の
手
法
を
学
ぶ
！

家電即売会の様子

研修会の様子

研修会の様子
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鳥取県の中小企業景況

製
造
業

て
い
る
。
機
械
加
工
は
、
堅
調
だ
っ
た
自
動

機
関
連
の
受
注
に
陰
り
が
窺
え
る
。
自
動
車

関
連
は
受
注
に
つ
な
が
る
動
き
が
見
ら
れ
な

い
。
工
作
機
械
関
係
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
新
規
建
築
に
つ
い
て
県
内
、
県
外
と
も
見

積
物
件
の
動
き
は
鈍
く
、
年
始
か
ら
年
度
末

に
か
け
て
新
規
受
注
工
事
の
確
保
に
苦
慮
す

る
傾
向
が
窺
え
る
。
各
社
で
先
行
き
不
透
明

感
が
続
く
こ
と
か
ら
、
建
築
鉄
骨
以
外
の
プ

ラ
ン
ト
設
備
等
金
物
工
事
、
橋
梁
補
修
工
事
、

現
場
改
修
工
事
等
な
ど
で
食
い
つ
な
い
で
い

る
状
況
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
当
月
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
部
品
の
受
注
が

多
か
っ
た
た
め
、
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と

も
に
受
注
量
は
増
加
し
た
。
全
体
的
に
受
注

量
が
若
干
戻
り
始
め
た
状
況
も
見
え
て
き
て

い
る
が
、
こ
の
ま
ま
改
善
す
る
か
は
不
透
明

で
あ
る
。
電
力
料
金
や
ガ
ス
料
金
等
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
は
高
騰
し
た
ま
ま
で
あ
り
、

依
然
と
し
て
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
設
備
投
資
は
低
迷
し
て
い
る
う
え
、
人
材

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
賃
金
の
上
昇
は

避
け
ら
れ
ず
、
原
価
の
上
昇
に
よ
り
利
益
確

保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
前
月
比
で
は
取
扱
数
量

が
増
加
し
た
も
の
の
、
単
価
の
低
下
に
よ
り

売
上
高
は
減
少
し
て
い
る
。
前
年
同
月
比
で

は
売
上
高
、
取
扱
数
量
と
も
に
増
加
と
な
っ

た
。
野
菜
の
取
扱
い
数
量
は
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
果
実
の
数
量
は
年
々
減
少
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。
鮮
魚
関
係
で
は
、
売
上
高
、

取
扱
数
量
は
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に

増
加
と
な
っ
た
。
元
値
の
上
昇
か
ら
価
格
転

嫁
せ
ざ
る
を
得
な
く
、
卸
価
格
の
値
上
げ
が

相
次
い
で
い
る
。
ま
た
、
仕
入
配
送
に
関
わ

る
コ
ス
ト
増
の
影
響
、
配
送
の
減
便
と
そ
れ

に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
等
が
見
受
け
ら

れ
る
。
巻
き
網
は
比
較
的
安
定
的
に
20
〜
30

ｇ
の
小
羽
い
わ
し
の
水
揚
げ
が
続
い
た
も
の

の
、
大
漁
日
は
な
く
総
水
揚
げ
量
も
昨
年
を

下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
下
旬
に
ハ
マ
チ
、

ブ
リ
の
水
揚
げ
も
あ
り
気
温
低
下
に
伴
い
寒

ブ
リ
漁
の
期
待
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
紅
ズ

ワ
イ
漁
は
漁
船
の
事
故
も
あ
り
昨
年
を
下
回

る
水
揚
げ
量
と
な
り
、
姿
売
り
用
の
成
体
は

高
値
と
な
っ
た
が
、
加
工
用
は
市
場
の
不
安

定
さ
も
あ
り
需
要
の
伸
び
が
み
ら
れ
ず
比
較

的
安
価
な
浜
値
と
な
っ
た
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
10
月
は
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
近
隣
に
宿
泊
し
た
参

加
者
や
関
係
者
の
来
街
も
多
く
、
飲
食
店
等

は
一
定
程
度
集
客
に
繋
が
っ
た
も
も
の
の
、

引
き
続
き
小
売
業
な
ど
は
厳
し
い
状
況
。
原

在
料
高
等
の
仕
入
れ
価
格
に
加
え
、
高
熱
費

上
昇
、
原
油
高
、
最
低
賃
金
の
上
昇
に
伴
う

人
件
費
負
担
に
よ
り
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　
倉
吉
市
の
商
店
街
で
は
、
倉
吉
銀
座
商
店

街
で
「
福
高
祭
２
０
２
４
〜
ア
ー
ト
で
福
高

〜
」
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

恒
例
の
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
も
大
成
功
を
収

め
た
。
多
く
の
ゲ
ス
ト
に
も
出
演
頂
き
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
米
子
市
の
商
店

街
で
は
、
売
上
高
な
ど
に
関
し
て
は
、
例
年

と
比
べ
て
増
減
は
な
く
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
た
。
ソ
ウ
ル
便
の
就
航
や
香
港
便
の
始
動

で
、
韓
国
・
香
港
の
観
光
客
の
方
々
の
来
店

が
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　
境
港
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、
前
月
比
、

前
年
同
月
比
と
も
に
観
光
客
の
増
加
に
伴
い

売
上
、
収
益
、
施
設
来
場
者
数
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
10
月
は
12
〜

14
日
の
三
連
休
の
入
込
数
は
増
加
し
た
も
の

の
、
そ
れ
以
降
は
悪
天
候
の
日
が
多
く
そ
の

影
響
で
、
砂
の
美
術
館
、
鳥
取
砂
丘
へ
の
入

込
数
は
減
少
し
た
。
米
子
市
の
ホ
テ
ル
・
旅

館
で
は
、
宿
泊
者
は
前
年
並
み
で
推
移
し
た
。

人
材
確
保
面
で
は
、
依
然
と
し
て
人
手
不
足

が
続
い
て
お
り
厳
し
い
状
況
。
三
朝
温
泉
で

は
、
前
年
同
月
と
比
較
し
て
団
体
客
が
増
加

し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
も
団
体
、

個
人
と
も
に
増
加
し
て
い
る
。
羽
合
温
泉
で

は
、
10
月
の
宿
泊
は
前
月
比
約
15
％
増
加
、

前
年
同
月
比
約
40
％
増
加
と
な
っ
た
。
増
加

の
要
因
と
し
て
は
今
年
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
関
連
の
連
泊
が
宿
泊

客
数
の
伸
長
に
繋
が
っ
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
新
車
の
販
売
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
２
，２
９
０
台
で
前
月
比
は
普
通
車

５
．４
％
の
増
加
、軽
自
動
車
15
．４
％
の
減
少
、

前
年
同
月
比
は
普
通
車
18
．４
％
の
増
加
、

軽
自
動
車
８
．４
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。
中

古
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ
て
６

３
８
台
で
前
月
比
４
．９
％
、前
年
同
月
比
５
．

８
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。
継
続
検
査
は
１
５
，

４
３
７
台
で
前
月
比
０
．３
％
、
前
年
同
月

比
０
．５
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
９
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
１

０
１
億
円
、
件
数
１
７
８
件
と
な
っ
た
。
年

度
累
計
は
、請
負
金
額
６
１
５
億
円
、件
数
１
，

１
１
７
件
と
な
っ
た
。
公
共
投
資
は
６
か
月

ぶ
り
の
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
も
、
年
度
累

計
で
は
プ
ラ
ス
が
続
く
。
設
備
投
資
は
単
月
、

３
か
月
平
均
と
も
に
連
続
で
前
年
同
月
比
プ

ラ
ス
が
続
く
。
住
宅
投
資
は
単
月
で
前
年
同

月
比
マ
イ
ナ
ス
に
振
れ
る
も
、
３
か
月
平
均

は
プ
ラ
ス
が
続
い
た
。
技
術
者
の
深
刻
な
人

手
不
足
に
よ
る
受
注
損
失
も
発
生
し
て
い
る
。

【
運
輸
業
】

　
10
月
の
物
流
は
、
製
造
業
の
輸
送
量
や
農

作
物
の
出
荷
量
も
順
調
で
、
全
体
の
輸
送
量

と
し
て
は
良
好
な
動
き
と
な
っ
た
。
２
０
２

４
年
問
題
に
よ
り
長
距
離
か
ら
の
撤
退
や
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
な
ど
が
浸
透
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と
相
ま
っ
て
、
車
両
不
足

が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。
慢
性
的
な
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
の
問
題
も
あ
っ
て
、
今
後
も
厳
し

い
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。
燃
料
価
格
に
つ

い
て
は
、
原
油
価
格
の
変
動
の
ほ
か
、
配
送

コ
ス
ト
上
昇
も
要
因
と
な
り
若
干
上
昇
し
た
。

引
き
続
き
高
止
ま
り
状
態
は
継
続
し
て
お
り
、

コ
ス
ト
圧
迫
の
主
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
売
上
高
は
増
加
、
取
引
条
件
も
価
格
転
嫁

が
順
調
に
進
ん
だ
が
、
最
賃
ア
ッ
プ
に
よ
る

人
件
費
の
上
昇
に
よ
り
収
益
は
悪
化
し
た
。

味
噌
・
醤
油
業
界
で
は
、
10
月
の
売
上
高
は

前
月
比
で
同
水
準
、
前
年
同
月
比
で
減
少
と

な
っ
た
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
市
場
と
し
て
昨
年
同
月
比
の
売
上
高
は
減

少
で
推
移
し
て
お
り
、
生
産
需
要
は
例
年
よ

り
も
低
下
傾
向
。
国
内
メ
ー
カ
ー
は
円
安
コ

ス
ト
高
、
人
件
費
ア
ッ
プ
な
ど
の
価
格
転
嫁

は
厳
し
く
、
生
産
量
確
保
だ
け
で
精
一
杯
な

状
況
。

【
家
具
装
備
品
】

　
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
運
送
コ
ス
ト

を
は
じ
め
と
す
る
経
費
負
担
の
増
加
が
続
い

て
お
り
業
況
は
厳
し
い
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
で
増
加
、

前
年
同
月
比
で
同
水
準
、
製
材
品
、
合
板
の

生
産
量
は
先
月
比
で
微
増
と
な
っ
た
。
製
材

品
の
生
産
量
に
つ
い
て
は
前
月
よ
り
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
年
末
に
か
け
て
の
好
材
料

が
乏
し
い
こ
と
が
影
響
し
て
お
り
今
後
の
実

需
は
不
透
明
な
ま
ま
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
の

稼
働
率
は
前
月
比
80
％
増
加
、
前
年
同
月
比

は
１
２
５
％
増
加
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
高
等
諸
経
費

の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

【
印
　
刷
】

　
鳥
取
県
の
印
刷
業
界
は
、
選
挙
と
年
金
関

連
イ
ベ
ン
ト
の
影
響
で
活
気
を
帯
び
た
一
方

で
、
内
製
化
の
推
進
に
よ
り
業
界
へ
の
外
注

依
存
が
減
少
し
た
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
10
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前
月
比
で
約

２
％
増
加
、
前
年
同
月
比
で
約
46
％
増
加
と

な
っ
た
。
業
界
と
し
て
、
若
手
人
材
の
確
保

に
苦
慮
し
て
い
る
。

【
金
属
製
品
】

　
建
築
関
係
は
、
県
内
物
件
は
少
な
く
な
っ

全業種で経費負担の増加が継続、
収益を圧迫
運送関連ではドライバー不足による機会損失
及び配送効率の停滞が顕著
～景況DI値は、前年同月比２.６ポイント上昇のマイナス１８.４～

＊DIとは景気の動きをとらえるための指標。「増加、上昇、好転」の割合から「減少、低下、悪化」の割合を差し引いた値。

　全業種景況ＤＩ値は、全業種景況ＤＩ値は、前月比１０.６ポイント上昇のマイナス１３.１、前年同月比
２．６ポイント上昇のマイナス１８.４となった。製造業では、原材料、光熱費等の高止まりが継続している
うえ、需要が停滞傾向にあり、売上高、収益状況は前月比、前年同月比ともにマイナスで推移し改善の兆
しが見られない。非製造業では、１０月はねんりんピックの開催もあり観光関連や宿泊関連を中心に好調
を維持したものの、非製造業全体としては依然として物価高騰による経費負担の増加、消費マインドの低
下が続いている。県内景況は、全業種で原材料等仕入れ価格の高騰が続いているうえ、燃料価格、輸送
コストの上昇、最低賃金改定に伴う人件費の上昇など経費負担の増加が収益を圧迫しており業況は引き
続き厳しい。また、人手不足も深刻化しており、運送関連ではドライバー不足による機会損失及び配送効
率の停滞が顕著となっており、先行き不透明な状況が続いている。

令和6年12月1日

景気動向（前年同月比全業種DI） 売上高 収益状況 景況

R4/10 R5/10 R6/10

月10
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非
製
造
業

て
い
る
。
機
械
加
工
は
、
堅
調
だ
っ
た
自
動

機
関
連
の
受
注
に
陰
り
が
窺
え
る
。
自
動
車

関
連
は
受
注
に
つ
な
が
る
動
き
が
見
ら
れ
な

い
。
工
作
機
械
関
係
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
新
規
建
築
に
つ
い
て
県
内
、
県
外
と
も
見

積
物
件
の
動
き
は
鈍
く
、
年
始
か
ら
年
度
末

に
か
け
て
新
規
受
注
工
事
の
確
保
に
苦
慮
す

る
傾
向
が
窺
え
る
。
各
社
で
先
行
き
不
透
明

感
が
続
く
こ
と
か
ら
、
建
築
鉄
骨
以
外
の
プ

ラ
ン
ト
設
備
等
金
物
工
事
、
橋
梁
補
修
工
事
、

現
場
改
修
工
事
等
な
ど
で
食
い
つ
な
い
で
い

る
状
況
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
当
月
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
部
品
の
受
注
が

多
か
っ
た
た
め
、
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と

も
に
受
注
量
は
増
加
し
た
。
全
体
的
に
受
注

量
が
若
干
戻
り
始
め
た
状
況
も
見
え
て
き
て

い
る
が
、
こ
の
ま
ま
改
善
す
る
か
は
不
透
明

で
あ
る
。
電
力
料
金
や
ガ
ス
料
金
等
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
は
高
騰
し
た
ま
ま
で
あ
り
、

依
然
と
し
て
利
益
を
圧
迫
し
て
い
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
設
備
投
資
は
低
迷
し
て
い
る
う
え
、
人
材

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
賃
金
の
上
昇
は

避
け
ら
れ
ず
、
原
価
の
上
昇
に
よ
り
利
益
確

保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
前
月
比
で
は
取
扱
数
量

が
増
加
し
た
も
の
の
、
単
価
の
低
下
に
よ
り

売
上
高
は
減
少
し
て
い
る
。
前
年
同
月
比
で

は
売
上
高
、
取
扱
数
量
と
も
に
増
加
と
な
っ

た
。
野
菜
の
取
扱
い
数
量
は
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
果
実
の
数
量
は
年
々
減
少
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。
鮮
魚
関
係
で
は
、
売
上
高
、

取
扱
数
量
は
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に

増
加
と
な
っ
た
。
元
値
の
上
昇
か
ら
価
格
転

嫁
せ
ざ
る
を
得
な
く
、
卸
価
格
の
値
上
げ
が

相
次
い
で
い
る
。
ま
た
、
仕
入
配
送
に
関
わ

る
コ
ス
ト
増
の
影
響
、
配
送
の
減
便
と
そ
れ

に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
等
が
見
受
け
ら

れ
る
。
巻
き
網
は
比
較
的
安
定
的
に
20
〜
30

ｇ
の
小
羽
い
わ
し
の
水
揚
げ
が
続
い
た
も
の

の
、
大
漁
日
は
な
く
総
水
揚
げ
量
も
昨
年
を

下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
下
旬
に
ハ
マ
チ
、

ブ
リ
の
水
揚
げ
も
あ
り
気
温
低
下
に
伴
い
寒

ブ
リ
漁
の
期
待
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
紅
ズ

ワ
イ
漁
は
漁
船
の
事
故
も
あ
り
昨
年
を
下
回

る
水
揚
げ
量
と
な
り
、
姿
売
り
用
の
成
体
は

高
値
と
な
っ
た
が
、
加
工
用
は
市
場
の
不
安

定
さ
も
あ
り
需
要
の
伸
び
が
み
ら
れ
ず
比
較

的
安
価
な
浜
値
と
な
っ
た
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
10
月
は
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
近
隣
に
宿
泊
し
た
参

加
者
や
関
係
者
の
来
街
も
多
く
、
飲
食
店
等

は
一
定
程
度
集
客
に
繋
が
っ
た
も
も
の
の
、

引
き
続
き
小
売
業
な
ど
は
厳
し
い
状
況
。
原

在
料
高
等
の
仕
入
れ
価
格
に
加
え
、
高
熱
費

上
昇
、
原
油
高
、
最
低
賃
金
の
上
昇
に
伴
う

人
件
費
負
担
に
よ
り
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　
倉
吉
市
の
商
店
街
で
は
、
倉
吉
銀
座
商
店

街
で
「
福
高
祭
２
０
２
４
〜
ア
ー
ト
で
福
高

〜
」
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

恒
例
の
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
も
大
成
功
を
収

め
た
。
多
く
の
ゲ
ス
ト
に
も
出
演
頂
き
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
米
子
市
の
商
店

街
で
は
、
売
上
高
な
ど
に
関
し
て
は
、
例
年

と
比
べ
て
増
減
は
な
く
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
た
。
ソ
ウ
ル
便
の
就
航
や
香
港
便
の
始
動

で
、
韓
国
・
香
港
の
観
光
客
の
方
々
の
来
店

が
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　
境
港
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、
前
月
比
、

前
年
同
月
比
と
も
に
観
光
客
の
増
加
に
伴
い

売
上
、
収
益
、
施
設
来
場
者
数
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
10
月
は
12
〜

14
日
の
三
連
休
の
入
込
数
は
増
加
し
た
も
の

の
、
そ
れ
以
降
は
悪
天
候
の
日
が
多
く
そ
の

影
響
で
、
砂
の
美
術
館
、
鳥
取
砂
丘
へ
の
入

込
数
は
減
少
し
た
。
米
子
市
の
ホ
テ
ル
・
旅

館
で
は
、
宿
泊
者
は
前
年
並
み
で
推
移
し
た
。

人
材
確
保
面
で
は
、
依
然
と
し
て
人
手
不
足

が
続
い
て
お
り
厳
し
い
状
況
。
三
朝
温
泉
で

は
、
前
年
同
月
と
比
較
し
て
団
体
客
が
増
加

し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
も
団
体
、

個
人
と
も
に
増
加
し
て
い
る
。
羽
合
温
泉
で

は
、
10
月
の
宿
泊
は
前
月
比
約
15
％
増
加
、

前
年
同
月
比
約
40
％
増
加
と
な
っ
た
。
増
加

の
要
因
と
し
て
は
今
年
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
関
連
の
連
泊
が
宿
泊

客
数
の
伸
長
に
繋
が
っ
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
新
車
の
販
売
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
２
，２
９
０
台
で
前
月
比
は
普
通
車

５
．４
％
の
増
加
、軽
自
動
車
15
．４
％
の
減
少
、

前
年
同
月
比
は
普
通
車
18
．４
％
の
増
加
、

軽
自
動
車
８
．４
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。
中

古
車
は
普
通
車
・
軽
自
動
車
を
合
わ
せ
て
６

３
８
台
で
前
月
比
４
．９
％
、前
年
同
月
比
５
．

８
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。
継
続
検
査
は
１
５
，

４
３
７
台
で
前
月
比
０
．３
％
、
前
年
同
月

比
０
．５
％
の
減
少
で
あ
っ
た
。

【
建
設
業
】

　
９
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
１

０
１
億
円
、
件
数
１
７
８
件
と
な
っ
た
。
年

度
累
計
は
、請
負
金
額
６
１
５
億
円
、件
数
１
，

１
１
７
件
と
な
っ
た
。
公
共
投
資
は
６
か
月

ぶ
り
の
前
年
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
も
、
年
度
累

計
で
は
プ
ラ
ス
が
続
く
。
設
備
投
資
は
単
月
、

３
か
月
平
均
と
も
に
連
続
で
前
年
同
月
比
プ

ラ
ス
が
続
く
。
住
宅
投
資
は
単
月
で
前
年
同

月
比
マ
イ
ナ
ス
に
振
れ
る
も
、
３
か
月
平
均

は
プ
ラ
ス
が
続
い
た
。
技
術
者
の
深
刻
な
人

手
不
足
に
よ
る
受
注
損
失
も
発
生
し
て
い
る
。

【
運
輸
業
】

　
10
月
の
物
流
は
、
製
造
業
の
輸
送
量
や
農

作
物
の
出
荷
量
も
順
調
で
、
全
体
の
輸
送
量

と
し
て
は
良
好
な
動
き
と
な
っ
た
。
２
０
２

４
年
問
題
に
よ
り
長
距
離
か
ら
の
撤
退
や
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
な
ど
が
浸
透
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と
相
ま
っ
て
、
車
両
不
足

が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。
慢
性
的
な
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
の
問
題
も
あ
っ
て
、
今
後
も
厳
し

い
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。
燃
料
価
格
に
つ

い
て
は
、
原
油
価
格
の
変
動
の
ほ
か
、
配
送

コ
ス
ト
上
昇
も
要
因
と
な
り
若
干
上
昇
し
た
。

引
き
続
き
高
止
ま
り
状
態
は
継
続
し
て
お
り
、

コ
ス
ト
圧
迫
の
主
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
売
上
高
は
増
加
、
取
引
条
件
も
価
格
転
嫁

が
順
調
に
進
ん
だ
が
、
最
賃
ア
ッ
プ
に
よ
る

人
件
費
の
上
昇
に
よ
り
収
益
は
悪
化
し
た
。

味
噌
・
醤
油
業
界
で
は
、
10
月
の
売
上
高
は

前
月
比
で
同
水
準
、
前
年
同
月
比
で
減
少
と

な
っ
た
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
市
場
と
し
て
昨
年
同
月
比
の
売
上
高
は
減

少
で
推
移
し
て
お
り
、
生
産
需
要
は
例
年
よ

り
も
低
下
傾
向
。
国
内
メ
ー
カ
ー
は
円
安
コ

ス
ト
高
、
人
件
費
ア
ッ
プ
な
ど
の
価
格
転
嫁

は
厳
し
く
、
生
産
量
確
保
だ
け
で
精
一
杯
な

状
況
。

【
家
具
装
備
品
】

　
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
運
送
コ
ス
ト

を
は
じ
め
と
す
る
経
費
負
担
の
増
加
が
続
い

て
お
り
業
況
は
厳
し
い
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
は
前
月
比
で
増
加
、

前
年
同
月
比
で
同
水
準
、
製
材
品
、
合
板
の

生
産
量
は
先
月
比
で
微
増
と
な
っ
た
。
製
材

品
の
生
産
量
に
つ
い
て
は
前
月
よ
り
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
年
末
に
か
け
て
の
好
材
料

が
乏
し
い
こ
と
が
影
響
し
て
お
り
今
後
の
実

需
は
不
透
明
な
ま
ま
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
の

稼
働
率
は
前
月
比
80
％
増
加
、
前
年
同
月
比

は
１
２
５
％
増
加
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
高
等
諸
経
費

の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。

【
印
　
刷
】

　
鳥
取
県
の
印
刷
業
界
は
、
選
挙
と
年
金
関

連
イ
ベ
ン
ト
の
影
響
で
活
気
を
帯
び
た
一
方

で
、
内
製
化
の
推
進
に
よ
り
業
界
へ
の
外
注

依
存
が
減
少
し
た
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
10
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前
月
比
で
約

２
％
増
加
、
前
年
同
月
比
で
約
46
％
増
加
と

な
っ
た
。
業
界
と
し
て
、
若
手
人
材
の
確
保

に
苦
慮
し
て
い
る
。

【
金
属
製
品
】

　
建
築
関
係
は
、
県
内
物
件
は
少
な
く
な
っ

令和6年12月1日
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令和6年12月1日

令和6年12月6日［金］ １３時３０分～１６時３０分日  時 参加費無料
ホテルニューオータニ鳥取（鳥取県鳥取市今町2-153）場  所

「事業協同組合等組合制度について」
　　講師：鳥取県中小企業団体中央会
 「特定地域づくり事業協同組合について」
　　講師：関西学院大学専門職大学院
　　　　　経営戦略研究科兼任講師　勝瀬 典雄 氏
 「特定地域づくり事業推進交付金について」
　　講師：鳥取県輝く鳥取創造本部
　　　　　中山間・地域振興局中山間・地域振興課　
 「労働者派遣事業について」
　　講師：鳥取労働局職業安定部職業安定課
 「智頭町複業協同組合の取組み」
　　講師：智頭町複業協同組合 専務理事 星野 大輔 氏
  意見交換（質疑応答）

日  程

　

本
会
は
、
販
路
開
拓
支
援
事
業
と

し
て
、
10
月
30
日
〜
31
日
、
東
京
都

千
代
田
区
「
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
開
催
さ
れ
た
東
京
都
中
央
会
主
催

「
わ
ざ
と
食
の
祭
典
！ 
組
合
ま
つ
り

in 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
に
中
央
会
ブ
ー
ス

と
し
て
出
展
し
、
会
員
組
合
の
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
だ
。

　

こ
の
組
合
ま
つ
り
は
、
東
京
都
内

は
も
と
よ
り
全
国
の
中
小
企
業
組
合

か
ら
出
展
を
募
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
の
創
出
、
地
域
の
魅
力
発
信
等
の

場
と
し
て
開
催
す
る
全
国
一
体
と
な

っ
た
展
示
会
。
今
年
度
も
オ
ン
ラ
イ

ン
と
リ
ア
ル
の
融
合
展
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。

　

今
回
の
展
示
会
で
は
、
も
の
づ
く

り
や
伝
統
工
芸
品
、
全
国
物
産
な
ど

９
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
、
全

１
３
２
組
合
・
団
体
が
出
展
し
た
。

本
県
ブ
ー
ス
で
は
、
菌
興
椎
茸
協
同

組
合
、
企
業
組
合
藍
染
工
房
ち
ず
ぶ

る
ー
、
鳥
取
県
酒
造
協
同
組
合
の
各

種
商
品
、三
朝
温
泉
旅
館
協
同
組
合
、

羽
合
温
泉
管
理
協
同
組
合
、
皆
生
温

泉
灯
り
協
同
組
合
の
観
光
情
報
等
を

Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

ブ
ー
ス
来
訪
者
か
ら
い
た
だ
い
た
、

各
種
商
品
の
試
食
後
の
感
想
や
価
格

設
定
へ
の
意
見
な
ど
出
展
協
力
組
合

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
。

　
　
　
　

  

（
企
画
振
興
部　

山
﨑
）

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
産
品
を
情
報
発
信
！！

展示ブース

試飲・試食コーナー

※申込は本会ホームページに記載の「申込書」から申込下さい。

地域の人材を確保しませんか
コスト削減や取引条件を改善しませんか
組合及び特定地域づくり事業協同組合説明会

　中小企業等が抱える共通の課題解決や、アイデアを実現するためには、１社のみではなく、
複数が集まり知恵を出し合う方法も有効です。中小企業組合制度を活用してコスト削減や取
引条件の改善を図ったり、特定ちいきづくり事業協同組合制度を活用して地域の人材を確保
してみませんか!

中小企業組合とは
　４社以上の中小企業者が連携して組織する行政庁認
可法人です。会社と違い、組合員（企業）の利益を追求
し、共同購入・生産・加工・販売など組合員（企業）のた
めに各種共同事業を行います。議決権は出資にかかわ
らず平等で、総会の決議にて運営します。また、出資金
や費用も抑えられ、各種補助金も活用できます。

特定地域づくり事業協同組合とは
　人口が減少している中山間地域において、農林水産
業、商工業等の地域産業の担い手を確保するためのマ
ルチワーカー（季節毎の労働需要等に応じて複数の事
業者の事業に従事）に係る労働者派遣事業等を行う事
業協同組合で、市町村等が一体となり事業を行います。

鳥取県内 88店舗のガソリンスタンドで、給油や灯油に使える

大切な方への贈答や、お客様へのノベルティ、
自治体の住民の方への燃料代支援策に…

詳細はwebサイトもご覧ください

鳥 取 県 石 油 協 同 組 合
全国石油業共済協同組合連合会　

鳥取県米子市両三柳 2778-4　
東京都千代田区永田町 2-17-14

0859-21-1400
03-3593-5820

ガソリンのギフト券 webサイト https://gasol ine-gift .zensekiren.or. jp/

- ガソリンのギフト券に関するお問い合わせは -

ガソリンのギフト券 検　索
希望小売価格 1,100 円 / 枚
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　いわゆる天下り問題への対策として、国家公務員法では、公務の公正性に対する
国民からの信頼を確保するため、次の３つのルールを設けています。
■再就職の依頼・情報提供の規制　　　■利害関係企業等への求職活動の規制
■元の職場への働きかけ規制

◇連絡先　内閣府再就職等監視委員会事務局
　電話：０１２０-３４４９５４（フリーダイヤル）　０３-６２６８-７６６０～７６６８、７６８１
　ＵＲＬ：https://www5.cao.go.jp/kanshi/index.html

◇連絡先　内閣府官民人材交流センター
　電話：０３-６２６８-７６７７
　ＵＲＬ：https://www8.cao.go.jp/jinzai/index.html

国家公務員の再就職等規制にご協力を

求人をお考えの皆様へ【官民ジョブサイトのご案内】

★皆様へのお願い★
皆様におかれましても、規制違反を未然に防
ぐ観点から、国家公務員・ＯＢにこうした行為
を求めないようご協力をお願いします。また、
規制違反が疑われる行為を見聞きした場合に
は、下記連絡先まで情報提供をお願いします。
秘密を厳守します。

★国家公務員の募集をお考えの場合★
官民人材交流センター運営の「官民ジョブサ
イト」は、国家公務員の中堅・シニア層（45歳
以上）に特化した求人サイトです。レア人材を
無料で採用でき、スカウトも可能です。国家公
務員の豊富な知識と経験を事業に活かしてみ
ませんか！

鳥取県内 88店舗のガソリンスタンドで、給油や灯油に使える

大切な方への贈答や、お客様へのノベルティ、
自治体の住民の方への燃料代支援策に…

詳細はwebサイトもご覧ください

鳥 取 県 石 油 協 同 組 合
全国石油業共済協同組合連合会　

鳥取県米子市両三柳 2778-4　
東京都千代田区永田町 2-17-14

0859-21-1400
03-3593-5820

ガソリンのギフト券 webサイト https://gasol ine-gift .zensekiren.or. jp/

- ガソリンのギフト券に関するお問い合わせは -

ガソリンのギフト券 検　索
希望小売価格 1,100 円 / 枚

「官民ジョブサイト」の情報提供サービス
内閣府官民人材交流センターでは、国家公務員の中堅・シニア層（45歳以上）
に特化した求人サイト（官民ジョブサイト）を運営しています。

●詳しい情報やインターネットでのお問合せ、
　ご利用のお申込みはセンターのホームページから
●お電話でもお気軽にお問合せください　03-6268-7677

官民センター

官民ジョブサ
イトのご案内

料金は一切かかりません。
（登録から採用まで無料）

サービスの特長 完全無料

国家公務員固有の規制（利害関係のある
企業等への求職活動の禁止）に抵触しな
いかセンターが事前チェックするので、
安心してご利用いただけます。

安 心

利用登録後、すぐに求職者情報を検索できるよ
うになります。どのような求人を出すか、登録さ
れている求職者情報を確認しながら検討できます。

情報検索

お 問 合 せ

他の人材サービスでは探しにくい特定分
野の人材が求職者として登録しています。
公務で培った高い専門能力・事務能力を
持つ経験豊富な人材を採用いただけます。

レア人材

求人への応募を待つだけでなく、求職者
情報を検索して欲しい人材をスカウトす
ることができます。（求人登録が必要）

スカウト
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生涯現役社会の実現に向けて、キャリア人材バンクを通じ、高年齢者の就業を支援します
高年齢退職予定者キャリア人材バンク事業

産業雇用安定センターが

仲介・あっせん
します

あなたのキャリアが必要とされています

キャリア人材バンクのお知らせ

公益財団法人 産業雇用安定センター 鳥取事務所　TEL：0857-20-1500

自らの能力・
経験を生かし、

66歳以降も働くことを
希望する方

高年齢
退職予定者の
能力の活用を
希望する事業者

中央会新春セミナー＆新年賀詞交歓会を開催します！！中央会新春セミナー＆新年賀詞交歓会を開催します！！
＝ 多数お誘い合わせのうえご参加ください ＝

令和7年 1月9日［木］と　き

ホテルニューオータニ鳥取
（鳥取市今町二丁目１５３番地）

ところ

新春セミナー（鳳凰の間）

テーマ ： 「変わりゆく時代の経済と金融」
講　師 ： 見城 美枝子氏（青森大学名誉教授）

第1部

中央会新年合同賀詞交歓会（鶴の間）
16時00分～ 18時00分
会費：6,000円（事前振込）

14時00分～ 15時30分

第2部

鳥取県内 88店舗のガソリンスタンドで、給油や灯油に使える

大切な方への贈答や、お客様へのノベルティ、
自治体の住民の方への燃料代支援策に…

詳細はwebサイトもご覧ください

鳥 取 県 石 油 協 同 組 合
全国石油業共済協同組合連合会　

鳥取県米子市両三柳 2778-4　
東京都千代田区永田町 2-17-14

0859-21-1400
03-3593-5820

ガソリンのギフト券 webサイト https://gasol ine-gift .zensekiren.or. jp/

- ガソリンのギフト券に関するお問い合わせは -

ガソリンのギフト券 検　索
希望小売価格 1,100 円 / 枚
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
幼
い

頃
は
、「
１
年
経
つ
の
は
な
ん
て
長
い
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
１
年
は
あ
っ
と
い

う
間
で
す
。
会
報
誌
の
編
集
で
、
常
に
次
の
号
の
事
を
考
え

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る

11
月
は
１
月
号
・
２
月
号
の
編
集
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、

気
分
は
す
で
に
２
０
２
５
年
で
す
。
年
末
年
始
に
体
調
を
崩

さ
な
い
よ
う
お
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
10
月
に
３
週
間
ほ
ど
研
修
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
授
業
中
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
休
日
に
は
少
し

遠
出
し
た
り
、
野
球
観
戦
に
行
っ
た
り
、
最
寄
り
駅
や
寮
の

周
辺
を
散
策
す
る
な
ど
、
全
国
の
同
期
と
親
交
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
成
長
し
た
姿
で
再
会
で
き

る
よ
う
、
日
々
の
業
務
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ナ
ゴ
シ
）

編
集
後
記

中央会・組合の 行事予定
日 曜日 行事内容 ・ 時間 ・ 場所

月12
 1 日 中小企業組合検定試験 10：00 各会場

 2 月
中国ブロック指導員研究会（情報） １４：００ 中央会会館

 3 火
中国ブロック指導員研究会（情報） １０：００ 隼Lab．

 16 月
西部青年中央会12月例会 １９：００ 国際ファミリープラザ

中部青年中央会12月例会 １９：００ 鳥取県立美術館

連携組織活性化サポート事業 １２：５０　
（対象：鳥取女性中央会） 島根原子力発電所

 4 水 国内取引拡大セミナー １４：００
 ホテルモナーク鳥取、オンライン

 6 金 小規模事業者連携促進事業情報交流会 １３：００
 ホテルニューオータニ鳥取

 18 水 特定地域づくり事業（協）全国フォーラムinおがの
１３：１０ 宮本の湯

 19 木 東部青年中央会 12月例会 １９：００
 cafe  SOURCE  BANQUET

事業承継円滑化支援事業第３回ワークショップ １４：００
 米子商品卸売市場

3日（火） 　10日（火）
17日（火） 　24日（火）

12月の倉吉出張所相談日のお知らせ

令和6年12月1日

2024年12月13日［金］
13：30～15：30 【受付】13：00
※セミナー終了後に個別相談会を開催します

日  時

日本海新聞 鳥取本社 5階ホール
（〒680-8688 鳥取市富安2丁目137番地）

会  場

二次元バーコード又はHPからお申し込みください
https://shoryokuka.smrj.go.jp/seminar/#chugoku

申込方法

申込締め切り/12月6日

●プログラム【予定】
【講演①】人手不足対策に関する施策について
【講演②】人手不足に効く！
　　　　　～「省力化投資補助金」の活用法について
【ご説明】「スムーズな交付申請」について
【ご案内】「インフォメーション窓口」について
【個別相談会】

中小企業省力化投資補助金セミナー 2024in鳥取 開催！
　中小企業の人手不足解消に効果のある「省力化製品」を導入するための補助金を、応募から事業の
完了までわかりやすく解説をする説明会を開催します。

鳥取県内 88店舗のガソリンスタンドで、給油や灯油に使える

大切な方への贈答や、お客様へのノベルティ、
自治体の住民の方への燃料代支援策に…

詳細はwebサイトもご覧ください

鳥 取 県 石 油 協 同 組 合
全国石油業共済協同組合連合会　

鳥取県米子市両三柳 2778-4　
東京都千代田区永田町 2-17-14

0859-21-1400
03-3593-5820

ガソリンのギフト券 webサイト https://gasol ine-gift .zensekiren.or. jp/

- ガソリンのギフト券に関するお問い合わせは -

ガソリンのギフト券 検　索
希望小売価格 1,100 円 / 枚

日本海新聞東京支社　TEL：03-5410-1871（平日10時～18時）お問い合わせ

入場
無料

飲食サービス業
×

配膳ロボット

製造業
×

無人搬送車

小売業
×

自動精算機

宿泊業
×

スチームコンベクション
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毎
月
１
回
１
日
発
行
　
日
ノ
丸
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刷
株
式
会
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行
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料
　
1部
　
７０
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い
ま
す
）

U
R
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中
小
企
業
と
っ
と
り
　
令
和
6
年
1
2
月
1
日


